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５ 公共交通に関する意識調査 

５－１ 調査概要 

（１）高齢者対象調査 

①調査対象・方法 

・調査対象：65歳以上の圏域住民 4,044人（居住地、年齢階層別

無作為抽出） 

・調査方法：郵送による配付・回収 

②
調
査
項
目 

回 答 者 属 性 ・居住地、年齢、職業、自動車運転免許証保有状況 

公共交通の利用 ・最寄りの駅、バス停、利用状況 

日常の移動実態 ・目的別の交通手段、外出頻度 

公共交通の満足度 ・鉄道、バス等の交通手段の利用状況、満足度・重要度 

今後の公共交通 ・利用促進の取組、今後の利用意向 

③実施時期 ・平成 30年９月 5日（水曜日）～9月 16日（日曜日） 

④集計結果 ・有効回答票 1,991件（有効回収率 49.2％） 

 

（２）学生（中学生、高校生）対象調査 

①調査対象・方法 

・調査対象：新潟県立吉田高等学校、新潟県立分水高等学校、新

潟県立燕中等教育学校の生徒全員（1,040人）                    

・調査方法：学校経由による直接配付・回収 

②
調
査
項
目 

回 答 者 属 性 ・居住地、年齢、職業、自動車運転免許証保有状況 

公共交通の利用 ・最寄りの駅、バス停、利用状況 

日常の移動実態 ・目的別の交通手段、外出頻度 

公共交通の満足度  ・鉄道、バス等の交通手段の利用状況、満足度・重要度 

今後の公共交通  ・利用促進の取組、今後の利用意向 

③実施時期 

調査票配付 平成 30年９月 4日（火曜日） 

調査票回収 吉田高等学校  ９月 13日（木曜日） 

 分水高等学校  ９月 14日（金曜日） 

      燕中等教育学校 ９月７日（金曜日） 

④集計結果 ・回答票 979件（回収率 94.1％） 
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（３）公共交通利用者対象調査 

①調査場所 
・路線バス（９路線）、スワロー号、やひこ号、おでかけきららん

号車内 

②調査方法 ・調査員が公共交通利用者に対し調査カードを用いて調査 

③調査項目 
・属性、利用目的・頻度、バスを利用する理由、バスへの期待な

ど 

④実施日時 ・平成 30年 9月 18日（火曜日） 

⑤集計結果 ・回答票 803件（合計） 

 

（４）観光客対象調査 

①調査場所 

・燕三条エリア：燕三条駅、燕三条 Wing、燕三条地場産センター 

・弥彦エリア：弥彦駅 彌彦神社、弥彦公園、おもてなし広場 

・分水エリア：道の駅国上、ふれあいパークてまりの湯 

②調査方法 ・調査員が観光客（駐車場利用者）に対して調査票を用いて調査 

③調査項目 
・属性（居住地）、公共交通を利用しなかった理由、公共交通への

要望など 

④実施日時 ・平成 30年 9月 17日（月曜日・祝日）9:00～17:00 

⑤集計結果 ・回答票 139件 

 

※集計について 

図表内の割合を示す数値は、全て百分率（％）で表示し、小数点以下第二位を四捨

五入していますので、必ずしも割合の合計数値が 100％とはなりません。 
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５－２ 高齢者対象調査 

（１）運転免許保有状況について 

 ̧約７割の回答者が自動車運転免許を保有しており、燕市、弥彦村とも同傾向にあ

ります。 

 ̧年齢階層別の状況は、高齢になるほど運転免許所有率が低下しています。 

 ̧高齢人口の増加に伴い、高齢者の移動手段の確保の必要性は高まる一方です。 

■運転免許保有状況 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢階層別運転免許保有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）公共交通の利便性について 

 ̧約半数の人が、最寄りのバス停や駅までの所要時間（徒歩）が 10分以内となって

います。 

 ̧弥彦村においては、やひこ号の一部のエリアでフリー乗降を実施しているため、

バス停までの距離が近い方が多いと想定されます。 

 ̧一部では、最寄りのバス停や駅までの所要時間が 30分以上かかる地域があります。 

■最寄りのバス停、駅までの所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

70.0 

72.9 

70.3 

23.7 

21.0 

23.4 

5.1 

5.7 

5.2 

1.2 

0.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

合計(n=1,991)

ある ない 運転免許返納済 無回答

24.7 

38.1 

26.1 

25.5 

21.4 

25.1 

16.8 

10.0 

16.1 

10.3 

11.9 

10.5 

8.3 

7.6 

8.2 

9.7 

6.2 

9.3 

4.6 

4.8 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

合計(n=1,991)

５分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内 30分超 無回答

89.4 

80.3 

69.9 

53.7 

27.0 

9.5 

70.3 

9.4 

16.0 

25.2 

35.7 

51.4 

67.6 

23.4 

0.7 

2.3 

4.0 

9.2 

18.9 

23.0 

5.2 

0.5 

1.4 

0.9 

1.5 

2.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65～69歳（n=565）

70～74歳（n=487）

75～79歳（n=445）

80～84歳（n=272）

85～89歳（n=148）

90歳以上（n=74）

合計（n=1,991）

ある ない 運転免許返納済 無回答
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（３）将来の移動の不安について 

 ̧現在は、買い物や通院などの活動について、自家用車等を利用してひとりでできて

いますが、将来の移動については、約６割以上が不安を感じています。 

 

■買い物（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

■買い物（将来） 

 

 

 

 

 

 

 

■通院（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

■通院（将来） 

 

 

 

 

 

 

  

79.2 

78.6 

8.8 

9.0 

7.1 

6.2 

4.9 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

ひとりでできる 助けがあればなんとかできる ひとりではできない 無回答

17.1 

20.5 

64.8 

62.9 

18.1 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

不安がない 不安がある 無回答

73.8 

75.2 

9.0 

9.0 

7.3 

7.1 

9.9 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

ひとりでできる 助けがあればなんとかできる ひとりではできない 無回答

14.1 

20.0 

64.3 

61.9 

21.6 

18.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

不安がない 不安がある 無回答
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（４）日常の買い物について 

 ̧買い物の頻度は「週に１～２日」が最も多く、次いで「週に３～４日」となって

います。週に１日以上は買い物のために外出している高齢者が約 8割を占めてお

り、日常的に買い物に行く場所までの交通手段の確保が必要です。 

 ̧買い物の行先では、燕地区は「燕地区」（85.5％）、吉田地区は「吉田地区」

（83.0％）と地区内が８割以上を占めていますが、分水地区は「分水地区」

（67.9％）、「吉田地区」（21.3％）と若干分散しています。弥彦村は「吉田地区」

（76.7％）となっています。分水地区、弥彦村では、地区・村内に商業施設が少な

いため、他の地区への移動が発生していると想定されます。 

 ̧燕市では、各地区内及び分水地区から「吉田地区」への移動、弥彦村からは「吉

田地区」への移動手段が求められています。 

 

■外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外出目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.5 

9.8 

6.7 

2.4 

5.3 

83.0 

21.3 

76.7 

0.8 

1.6 

67.9 

14.3 

3.6 

1.0 

1.0 

0.5 

4.8 

4.7 

3.2 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕地区(n=715)

吉田地区(n=512)

分水地区(n=315)

弥彦村(n=210)

燕地区 吉田地区 分水地区 弥彦村 その他 無回答

14.4 

17.4 

17.1 

7.1 

29.0 

30.5 

32.7 

26.2 

39.2 

35.2 

32.1 

44.3 

6.9 

7.2 

7.6 

12.9 

7.8 

7.2 

7.3 

8.1 

2.8 

2.5 

3.2 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕地区(n=715)

吉田地区(n=512)

分水地区(n=315)

弥彦村(n=210)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 １か月に数日 ほとんど行かない 無回答
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（５）日常の通院について 

 ̧通院の頻度は「1か月に数日」（合計 63.9％）が最も多くなっています。 

 ̧通院の行先では、燕地区は「燕地区」（73.8％）、吉田地区は「吉田地区」

（62.9％）、「燕地区」（18・2％）、分水地区は「分水地区」（51.7％）、「吉田地

区」（14.6％）、「燕地区」（10.2％）となっています。弥彦村は「弥彦村」

（33.3％）、「吉田地区」（32.4％）となっています。各地区ともある一定程度は地

区内の医療機関に通院していますが、燕労災病院（燕地区）や県立吉田病院（吉田

地区）への移動も発生していると想定されます。 

 ̧燕市では、各地区内及び総合病院のある燕地区（燕労災病院）、吉田地区（県立吉

田病院）への移動、弥彦村からは「吉田地区」への移動手段が求められています。 

 

■外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外出目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.8 

18.2 

10.2 

15.2 

4.3 

62.9 

14.6 

32.4 

0.4 

1.0 

51.7 

0.5 

2.9 

3.2 

33.3 

12.2 

5.9 

12.4 

11.0 

9.2 

9.2 

7.9 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕地区(n=715)

吉田地区(n=512)

分水地区(n=315)

弥彦村(n=210)

燕地区 吉田地区 分水地区 弥彦村 その他 無回答

0.3 

0.6 

0.6 

0.5 

1.3 

1.8 

1.6 

1.0 

6.9 

6.4 

5.4 

5.2 

62.4 

63.5 

69.8 

63.8 

22.5 

20.3 

17.8 

22.4 

6.7 

7.4 

4.8 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕地区(n=715)

吉田地区(n=512)

分水地区(n=315)

弥彦村(n=210)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 １か月に数日 ほとんど行かない 無回答
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（６）日常のその他の活動について 

 ̧日常的に「銀行・郵便局・市役所・村役場等」、「趣味・レジャー・習い事等」で

の外出が多く、週に 1日以上の外出をする割合が約 7割を占めています。 

 ̧行先では、燕地区は「燕地区」（70.7％）、吉田地区は「吉田地区」（67.3％）、分水

地区は「分水地区」（47.8％）となっています。弥彦村は「弥彦村」（33.5％）、「吉

田地区」（41.1％）となっています。各地区とも基本的には地区内の行先が多いで

すが、分水地区、弥彦村から吉田地区への移動も発生しています。 

 ̧燕市では、各地区内及び分水地区から「吉田地区」への移動、弥彦村からは「吉

田地区」への移動手段が求められています。 

 

■外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.9 

33.8 

31.7 

36.7 

4.6 

2.9 

2.9 

1.4 

4.1 

3.3 

4.4 

2.4 

24.3 

27.7 

24.4 

22.9 

9.5 

8.6 

9.5 

11.9 

23.2 

18.8 

24.4 

21.4 

3.4 

4.9 

2.5 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

燕地区(n=715)

吉田地区(n=512)

分水地区(n=315)

弥彦村(n=210)

銀行・郵便局・市役所・村役場等 介護サービス

家族などの通院・介護サービスの付添い 趣味・レジャー・習い事等

その他 特になし

無回答

18.1 

22.3 

19.1 

19.6 

21.9 

22.5 

19.1 

25.9 

27.0 

25.1 

25.2 

22.8 

22.3 

18.9 

21.7 

24.7 

2.5 

2.8 

3.0 

1.3 

8.2 

8.4 

11.7 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

燕地区(n=525)

吉田地区(n=391)

分水地区(n=230)

弥彦村(n=158)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 １か月に数日 ほとんど行かない 無回答
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■外出目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）公共交通の利用について 

 ̧路線バス、スワロー号、やひこ号を週に１日以上利用している方は、燕市では約１

割、弥彦村では約 2割となっています。 

 ̧燕市では、おでかけきららん号を週に 1日以上利用している方の割合が、民間路線

バス、スワロー号、やひこ号を利用する方よりも若干高くなっていますが、弥彦村

では、逆に低くなっています。 

 ̧鉄道や高速バスは、広域的な移動に利用されるため、年に数回程度の利用が燕市、

弥彦村ともに約 8割となっています。 

 ̧公共交通を利用しない理由としては、「自家用車で移動するので必要ない」、「利用す

る必要がないから」が最も多くなっています。 

 

■燕市 交通手段別利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.7 

11.8 

12.6 

5.1 

5.0 

67.3 

13.9 

41.1 

1.0 

1.5 

47.8 

2.1 

2.3 

1.3 

33.5 

9.0 

6.9 

10.0 

8.9 

12.4 

10.2 

14.3 

11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕地区(n=525)

吉田地区(n=391)

分水地区(n=230)

弥彦村(n=158)

燕地区 吉田地区 分水地区 弥彦村 その他 無回答

0.6

1.4

0.2

0.1

1.9

4.1

2.9

0.7

1.7

9.1

8.8

12.1

1.4

0.8

4.3

20.1

25.1

30.7

13.5

8.7

19.3

55.2

47.4

38.6

77.3

81.7

69.7

13.6

14.0

14.3

6.9

8.7

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

民間路線バス(n=154)

スワロー号、やひこ号(n=171)

おでかけきららん号(n=140)

鉄道(n=565)

高速バス(n=263)

タクシー(n=720)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日程度 年に数回 その他
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■弥彦村 交通手段別利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スワロー号、やひこ号を利用しない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■おでかけきららん号を利用しない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

635

135

107

21

62

9

967

110

63

0 200 400 600 800 1,000 1,200

現在の移動手段が便利だから

利用方法がわからないから

予約することが面倒だから

知らない人と同乗するのが嫌だから

利用したい時間・曜日と合わないから

運賃が高いから

利用する必要がないから

その他

無回答

人数（人）

104 

78 

20 

139 

7 

41 

1,281 

166 

68 

84 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

目的地へ行くバスがないから

利用したい時刻にバスが走っていないから

運行間隔が長いから

家の近くにバス停がないから

運賃が高いから

目的地までの所要時間が長いから

自家用車（送迎含む）で移動するので必要ない

自転車、徒歩で移動するので必要ない

その他

無回答

人数（人）

5.9

23.5

17.6

18.2

2.7

1.4

17.6

41.2

27.3

23.3

11.1

27.0

47.1

29.4

27.3

65.8

77.8

70.3

11.8

5.9

27.3

8.2

11.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

民間路線バス(n=17)

スワロー号、やひこ号(n=34)

おでかけきららん号(n=11)

鉄道(n=73)

高速バス(n=9)

タクシー(n=74)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日程度 年に数回 その他
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■鉄道を利用しない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）今後の取組の方向性について 

 ̧「現状より公共交通を充実させていくべき」と「現状程度で公共交通を維持してい

くべき」という声がほぼ同程度の割合となっています。 

 ̧今後の財政負担については、「利用者と企業等の支援を増やすべき」という声が多く

なっています。 

 

■今後の方向性について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の財政負担について 
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40

25

121

3

14

939

83

54

65

0 100 200 300 400 500 600 700 800 9001,000

目的地へ行く電車がないから

利用したい時刻に電車が走っていないから

運行間隔が長いから

家の近くに鉄道駅がないから

運賃が高いから

目的地までの所要時間が長いから

自家用車（送迎含む）で移動するので必要ない

自転車、徒歩で移動するので必要ない

その他

無回答

人数（人）

20.8 

24.3 

11.7 

12.4 

21.2 

23.8 

31.0 

25.7 

3.1 

2.9 

12.1 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

現状程度で公共交通を維持していくべきだ 路線の廃止や運行本数の減便はやむを得ない

現状より公共交通を充実させていくべきだ わからない

その他 無回答

11.1 

9.5 

13.0 

14.3 

40.7 

48.1 

9.1 

7.6 

26.1 

20.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

現在よりも財政負担（税金）を増やしていくべきである
利用者の負担(運賃)を増やしていくべきである
利用者の負担(運賃)と企業等の支援(広告協賛金など)を増やしていくべきである
その他
無回答
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（９）地域主体の公共交通について 

 ̧「地域主体で、実情にあった新しい公共交通を考える」という声が多くなってい

ます。 

 

■地域主体の公共交通について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）利用促進に向けた効果的な取組について 

 ̧「路線バス、スワロー号等の運行ルートや時刻表等を掲載した公共交通マップの

作成・配布」という声が圧倒的に多くなっています。 

 

■利用促進に向けた効果的な取組について 

 

■利用促進取組（複数回答） 

 

 

 

 

  

12.3 

17.6 

4.9 

8.1 

10.8 

11.0 

20.4 

24.8 

9.5 

5.2 

24.6 

21.4 

1.5 

1.4 

16.0 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕市(n=1,781)

弥彦村(n=210)

地域でもっと公共交通を利用するように心がける
地域で公共交通を維持するための費用の一部を協力する
地域主体で、公共交通について話し合う機会を積極的に設ける
地域主体で、実情にあった新しい公共交通を考える
あくまでも公共交通は、バス会社や行政が担うべき
わからない
その他
無回答

933

123

171

56

18

74

49

18

16

27

12

64

430

0 200 400 600 800 1,000

路線バス、スワロー号等の運行ルートや時刻表等を掲載した公共交通マップの作成・配布

燕市・弥彦村のホームページや広報誌等への時刻表、乗継情報等の掲載

観光施設や商業施設等と連携した公共交通割引チケット等の発行

公共交通の意識向上を育むよう、地域懇談会やシンポジウム等の開催

幼稚園や小・中学生等を対象としたバスの乗り方教室等の開催

バス停の待合環境（ベンチ、上屋）の設置

バス停における分かりやすい運行情報案内（時刻表、系統図等）

駅やバス停に駐車場、駐輪場の設置

鉄道やバス等の乗り継ぎ時間の短縮や運賃割引の導入

自動車から公共交通への転換を自発的に促すキャンペーン等の実施

バス車両のバリアフリー化

その他

無回答

人数（人）
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５－３ 学生対象調査 

（１）回答者居住地 

 ̧燕市、弥彦村からの通学者が約６割を占めています。 

■回答者居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）通学手段 

 ̧燕中等教育学校では、「車（家族等の送迎）」が多く、また、学校前まで路線バス

が運行しているため、バス利用も多くなっています。 

 ̧吉田高等学校は、吉田駅に比較的近いため、「鉄道」の利用が多くなっています。 

 ̧分水高等学校は、「車（家族等の送迎）」と「鉄道」の利用が多くなっています。 

 ̧駅やバス停からの距離など、学校の立地状況に大きく影響される結果となってい

ます。 

■通学手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.9 

49.3 

62.9 

54.0 

4.4 

7.9 

4.6 

5.7 

41.7 

39.9 

29.4 

38.6 

2.8 

3.1 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕中等教育学校(n=432)

吉田高等学校(n=353)

分水高等学校(n=194)

合計(n=979)

燕市 弥彦村 燕市・弥彦村以外 無回答

158

232

74

259

120

89

174

17

48

0

4

0

189

101

58

89

103

45

0

2

0

0 50 100 150 200 250 300

燕中等教育学校(n=426)

吉田高等学校(n=333)

分水高等学校(n=186)

人数（人）

鉄道 車（家族等の送迎） バス タクシー 自転車 徒歩 その他
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（３）冬季の通学方法の変化 

 ̧冬季に交通手段が変化する生徒は約３割となっており、通学の交通手段として

は、「車（家族等の送迎）」や「バス」が多くなっています。 

 

■冬季の通学手段の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■変化する通学手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.3 

23.4 

27.4 

62.2 

76.6 

72.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕中等教育学校(n=426)

吉田高等学校(n=333)

分水高等学校(n=186)

通学方法が変わる 通学方法は変わらない 無回答

37

123

66

1

4

31

2

36

56

9

1

2

23

1

13

37

11

0

0

13

0

0 30 60 90 120 150

鉄道

車（家族等の送迎）

バス

タクシー

自転車

徒歩

その他

人数（人）

燕中等教育学校 吉田高等学校 分水高等学校



44 

（４）通学方法に関する満足度 

 ̧各学校とも、「満足」と「どちらかと言えば満足」を合わせると 6割以上を占めて

います。 

 ̧通学方法に不満を感じる点としては、「鉄道やバスの時刻に行動が制約される」

「通学に時間がかかる」という声が多くなっています。 

 

■通学方法に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

■通学方法に対する不満 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.5 

38.4 

38.2 

25.4 

23.4 

29.6 

21.1 

22.2 

15.1 

7.5 

6.9 

12.4 

3.1 

7.8 

4.3 

0.5 

1.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕中等教育学校(n=426)

吉田高等学校(n=333)

分水高等学校(n=186)

満足 どちらかと言えば満足 どちらでもない どちらかと言えば不満 不満 無回答

82

100

58

36

38

31

55

74

34

8

49

10

29

48

21

3

15

9

0 50 100 150

通学に時間がかかる

鉄道やバスの時刻に行動が制約される

鉄道やバスを利用すると運賃がかかる

鉄道やバス、バス同士の乗り継ぎが面倒である

徒歩・自転車だと体力的に疲れる

その他

人数（人）

燕中等教育学校 吉田高等学校 分水高等学校
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（５）通学以外の外出について 

 ̧通学以外の外出において、「困ることがよくある」と「困ることがたまにある」を

合わせると、約３割を占めています。 

■通学以外の外出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）今後の取組の方向性について 

 ̧各学校とも、「現状よりも公共交通を充実させていくべきだ」という声が多くなって

います。 

■今後の取組の方向性について 

  

7.0 

10.5 

16.1 

19.0 

23.1 

23.1 

73.2 

63.4 

58.1 

0.7 

3.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕中等教育学校(n=426)

吉田高等学校(n=333)

分水高等学校(n=186)

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない 無回答

29.3 

16.5 

19.4 

22.9 

11.7 

5.4 

7.5 

8.7 

33.8 

30.9 

37.1 

33.4 

20.7 

38.1 

30.6 

28.8 

4.0 

1.8 

1.1 

2.6 

0.5 

7.2 

4.3 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕中等教育学校(n=426)

吉田高等学校(n=333)

分水高等学校(n=186)

合計(n=945)

現状の程度で公共交通を維持していくべきだ 路線の廃止や運行本数の減便はやむを得ない

現状より公共交通を充実させていくべきだ わからない

その他 無回答
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５－４ 公共交通（スワロー号・やひこ号）利用者対象調査 

（１）性別                                     

 ̧スワロー号、やひこ号とも女性の乗客の方が多くなっています。 

■性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 ̧スワロー号では「75歳以上」の層が 28.7％、やひこ号では「70～74歳」の層が

14.7％を占め、最も多くなっています。 

 ̧高齢者層（65歳以上）は合計で約 4割を占めており、17歳までの利用者は、

6.9％となっています。 

■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地 

 ̧居住地は、スワロー号は「燕市」が 67.0％、やひこ号は「弥彦村」が 59.8％を占

めていますが、スワロー号では 16.5％の利用者が県外、市外となっています。 

■居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.9 

21.6 

59.1 

53.9 24.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

男性 女性 無回答

7.0 

3.7 

2.6 

3.9 

3.2 

9.6 

1.0 

5.5 

2.6 

3.9 

3.2 

4.3 

3.9 

4.1 

9.6 

11.8 

10.6 

10.4 

12.7 

11.5 

8.7 

11.8 

10.1 

14.8 

14.7 

14.7 

28.7 

4.9 

17.5 

1.7 

31.4 

15.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

合計（n=217)

15歳未満 15～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

67.0 

5.9 

38.2 

3.5 

59.8 

30.0 

13.9 

7.4 

2.6 

2.0 

2.3 

13.0 

32.4 

22.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

合計（n=217)

燕市 弥彦村 新潟県内他市町村 新潟県外 無回答
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（４）利用目的 

 ̧利用目的は、「買い物」が最も多く 65人を占めており、次いで、「通院・介護サー

ビス」が 40人となっています。 

■利用目的（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）利用頻度 

 ̧利用頻度は、「週に５日以上」及び「週に３～4日」を合計すると 36.9％を占め、

「週に１～2日」も含めると、定期的に利用する人は、64.5％となります。 

■利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）運行サービスの満足度 

 ̧「満足」と「どちらかというと満足」を合わせると、61.8％を占めています。特

に、スワロー号の満足度が高くなっています。 

■運行サービスの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

22

65

19

7

40

3

5

9

19

0 10 20 30 40 50 60 70

通学

通勤

買い物

公共施設利用

仕事・業務

通院・介護サービス

観光

趣味・娯楽

帰宅

その他

人数（人）

37.4 

21.6 

30.0 

38.3 

24.5 

31.8 

7.8 

16.7 

12.0 

1.7 

0.9 

0.9 

0.5 

13.9 

37.3 

24.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

合計（n=217)

満足 どちらかというと満足 どちらでもない どちらかというと不満 不満 無回答

8.7 

3.9 

6.5 

32.2 

28.4 

30.4 

27.8 

27.5 

27.6 

17.4 

2.0 

10.1 

3.5 

2.9 

3.2 

5.2 

2.0 

3.7 

5.2 

33.3 

18.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

合計（n=217)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に2～3日 月に数回 年に数回 無回答
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（７）改善して欲しいサービス 

 ̧改善して欲しいサービスとして最も多いのは「運行本数」であり、次いで「バス

停の場所」、「運行時間」となっています。 

 

    ■改善して欲しいサービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）今後の利用意向 

 ̧スワロー号では 87.0％、やひこ号では 56.9％の利用者が「今後も利用する」と回

答しています。 

 

■今後の利用意向 

 

  

32

28

71

29

12

2

7

9

0 20 40 60 80

バス停の場所

運行ルート（行き先・経由地）

運行本数

運行時間

運行時刻の正確さ

運賃

鉄道との乗継

バス停の待合環境

人数（人）

87.0 

56.9 

72.8 

5.2 

6.9 

6.0 

0.9 

0.5 

7.0 

36.3 

20.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スワロー号(n=115)

やひこ号(n=102)

合計（n=217)

今後も利用する わからない 利用しない 無回答
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５－５ 公共交通（おでかけきららん号）利用者対象調査 

（１）性別 

 ̧全体としては「男性」21.8％、「女性」77.7％となり、女性の方が多くなっていま

す。 

■性別 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 ̧全体としては「75歳以上」が 54.7％を占め、最も多くなっており、「65歳以上」

の高齢者層は合計で 72.6％、「17歳以下」までの若年層は 3.3％となっています。 

■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地 

 ̧居住地は、「燕市」が 84.4％、「弥彦村」が 3.9％を占めていますが、「県内市町

村」も 5.0％を占めています。 

■居住地 

 

 

 

 

 

  

21.8 77.7 0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号(n=179)

男性 女性 無回答

84.4 3.9 5.0 
0.6 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号(n=179)

燕市 弥彦村 新潟県内他市町村 新潟県外 無回答

1.1 
2.2 

2.8 
1.1 

5.0 5.0 4.5 6.7 11.2 54.7 5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号

(n=179)

15歳未満 15～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答
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（４）利用目的 

 ̧利用目的としては、「通院・介護サービス」が最も多く 93人を占めています。 

 

■利用目的（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）利用頻度 

 ̧全体としては、「週に１～２日」（22.9％）が最も多く、週に１日以上利用している

人が約６割を占めています。 

 

■利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

（６）運行サービスの満足度 

 ̧「満足」と「どちらかというと満足」を合計すると 82.1％を占めており、利用者

の満足度は高い傾向にあります。 

 

■運行サービスの満足度 

 

 

 

 

 

  

5

12

26

8

1

93

1

10

32

8

11

0 20 40 60 80 100

通学

通勤

買い物

公共施設利用

仕事・業務

通院・介護サービス

観光

趣味・娯楽

帰宅

その他

無回答

人数（人）

20.1 17.3 22.9 15.1 8.4 7.8 8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号(n=179)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に2～3日 月に数回 年に数回 無回答

71.5 10.6 6.7 
2.8 
0.6 7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号(n=179)

満足 どちらかというと満足 どちらでもない どちらかというと不満 不満 無回答
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（７）改善して欲しいサービス 

 ̧改善して欲しいサービスとして最も多いのは「運行本数」であり、次いで「運行

時間」となっています。 

 

■改善して欲しいサービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）今後の利用意向 

 ̧45％の利用者が「今後も利用する」と回答しています。 

 

■今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

  

5

17

38

28

14

6

17

1

6

0 10 20 30 40

バス停の場所

運行ルート（行き先・経由地）

運行本数

運行時間

運行時刻の正確さ

運賃

鉄道との乗継

バス停の待合環境

その他

人数（人）

45.0 1.4 
3.6 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おでかけきららん号(n=179)

今後も利用する わからない 利用しない 無回答
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５－６ 公共交通（路線バス）利用者対象調査 

（１）性別                                     

 ̧全体としては「男性」37.4％、「女性」61.2％となり、女性の方が多くなっていま

す。 

■性別 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 ̧全体としては「15～17歳」が 25.5％を占め、最も多くなっています。新潟交通観

光バスは燕中等教育学校への通学、越後交通分水地区は分水高校への通学に利用さ

れているため、若年層の利用が多くなっています。 

■年齢 

 ̧ 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地 

 ̧居住地は、「燕市」が 42.1％、「弥彦村」が 2.4％を占めています。 

 ̧「県内他市町村」が 33.3％を占めており、広域的な移動に利用されています。 

■居住地 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.7 

33.8 

42.6 

37.4 

62.2 

64.7 

57.4 

61.2 

2.2 

1.5 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新潟交通観光バス(n=230)

越後交通 燕地区(n=68)

越後交通 分水地区(n=102)

合計（n=420)

男性 女性 無回答

32.6 

4.4 

5.7 

20.2 

28.7 

10.3 

27.9 

25.5 

6.1 

19.1 

15.6 

11.0 

7.4 

1.6 

1.7 

1.5 

4.9 

1.7 

1.3 

7.4 

9.8 

4.8 

0.4 

7.4 

6.6 

3.3 

3.0 

5.9 

4.9 

4.0 

5.9 

4.9 

2.4 

6.1 

11.8 

4.9 

6.7 

21.7 

19.1 

13.1 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新潟交通観光バス(n=230)

越後交通 燕地区(n=68)

越後交通 分水地区(n=102)

合計（n=420)

15歳未満 15～17歳 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳
60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

27.0 

45.6 

68.9 

42.1 

3.9 

1.5 

2.4 

43.0 

29.4 

17.2 

33.3 

0.9 

1.5 

0.7 

25.2 

22.1 

13.9 

21.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新潟交通観光バス(n=230)

越後交通 燕地区(n=68)

越後交通 分水地区(n=102)

合計（n=420)

燕市 弥彦村 新潟県内他市町村 新潟県外 無回答
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（４）利用目的 

 ̧利用目的としては、「通学」が最も多く 232人を占めています。 

 

■利用目的（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）利用頻度 

 ̧利用目的として通学利用が多いため、利用頻度も「週５日以上」（59.3％）が最も

多くなっています。 

■利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）運行サービスの満足度 

 ̧「満足」と「どちらかというと満足」を合計すると 40.8％を占めています。 

■運行サービスの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

  

232
41

25
6
7

25
1
4

49
6

0 50 100 150 200 250

通学
通勤

買い物
公共施設利用

仕事・業務
通院・介護サービス

観光
趣味・娯楽

帰宅
その他

人数（人）

75.7 

25.0 

47.5 

59.3 

7.8 

22.1 

20.5 

13.8 

3.0 

11.8 

12.3 

7.1 

3.5 

10.3 

5.7 

5.2 

0.4 

4.4 

1.0 

2.2 

5.9 

1.6 

2.6 

7.4 

20.6 

12.3 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新潟交通観光バス(n=230)

越後交通 燕地区(n=68)

越後交通 分水地区(n=102)

合計（n=420)

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に2～3日 月に数回 年に数回 無回答

12.2 

22.1 

26.2 

17.9 

20.0 

30.9 

23.8 

22.9 

20.9 

14.7 

20.5 

19.8 

13.0 
10.3 

11.4 

8.3 

0.0 

6.4 

25.7 

22.1 

13.9 

21.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新潟交通観光バス(n=230)

越後交通 燕地区(n=68)

越後交通 分水地区(n=102)

合計（n=420)

満足 どちらかというと満足 どちらでもない どちらかというと不満 不満 無回答
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（７）改善して欲しいサービス 

 ̧改善して欲しいサービスとして最も多いのは「運行本数」であり、次いで「運行

時間」、「運行時刻の正確さ」となっています。 

 

■改善して欲しいサービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9

10

102

54

59

14

15

21

68

4

6

31

16

5

1

3

2

26

5

9

72

26

17

7

4

11

26

0 20 40 60 80 100 120

バス停の場所

運行ルート（行き先・経由地）

運行本数

運行時間

運行時刻の正確さ

運賃

鉄道との乗継

バス停の待合環境

無回答

人数（人）

新潟交通観光バス(n=230) 越後交通 燕地区(n=68) 越後交通 分水地区(n=102)
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５－７ 観光客対象調査 

（１）来訪目的 

 ̧燕三条エリアは、買い物目的が多く、弥彦エリアは、観光目的の来訪が多くなって

います。 

■来訪目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交通手段 

 ̧交通手段は、各エリアとも自家用車が最も多くなっています。 

 ̧弥彦エリアにおいては、新幹線と鉄道を利用した来訪者が 25％となっています。観光

を目的に、遠方からの来訪が想定されます。 

■交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公共交通を利用するための対応 

 ̧「運行便数の増便」「乗り継ぎのしやすさや速達性の向上」が改善点として望まれ

ています。 

■公共交通を利用するための対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.6 

52.5 

28.0 

51.0 

18.0 

2.0 

12.5 

38.0 

10.2 

30.0 

12.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕三条エリア

弥彦エリア

分水エリア

観光 研修 買い物 余暇 その他

12.2 

12.5 

2.0 

34.7 

40.0 

26.0 

40.8 

37.5 

44.0 

20.4 

15.0 

2.0 

6.1 
6.1 

10.0 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

燕三条エリア

弥彦エリア

分水エリア

運行時間帯の改善 運行便数の増便
乗り継ぎのしやすさや速達性の向上 運賃値下げ、割引
待合空間の整備 その他

10.2 

10.0 

2.0 

15.0 

2.0 

2.0 81.6 

72.5 

94.0 

5.0 

2.0 

4.1 

2.0 

4.1 2.0 
2.0 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕三条エリア

弥彦エリア

分水エリア

新幹線 鉄道 高速バス
路線バス 自家用車 レンタカー
タクシー オートバイ（原付を含む） 自転車
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（４）公共交通を利用する可能性 

 ̧公共交通の利用に当たっての課題（(3) 公共交通を利用するための対応）が改善さ

れた場合、利用したいと考えている方は約５割となっています。 

 

■公共交通を利用する可能性 

 

 

 

 

 

 

 

71.4

45.0

40.0

8.2

15.0

18.0

20.4

40.0

42.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燕三条エリア

弥彦エリア

分水エリア

利用したい 利用しない わからない


